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〒 194 束京都 W 田 市南大谷 11 
三菱化成生命科学研究所発生生物学研究部 



会 長     〒 160  東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学教育学部 生物学教室 
家 増 郁夫 ( 電話 03-203-4141 内線 [39W1) 

DGD 編集主幹     〒 606  京都市左京区北自 川 追分町 

京都大学理学部 動物学教室 
米田満 樹 ( 電話 075-751-2111 内線 4082) 

DGD 編集幹事     〒 543 大阪市天王寺区南河 堀町 

大阪教育大学 生物学教室 

加藤憲一 ( 電話 06-771-8131 内線 251) 干 事 務 局 194  町田市南大谷Ⅱ 

三菱化成生命科学研究所 発生生物学研究部 

( 幹事長 ) 東 中川 徹 ( 電話 0427 づ 4 づ 244) 

( 庶務幹事 ) 北村 邦夫 ( 電話 0427 づ 4 づ 294) 

( 会計幹事 ) 加藤 山宇 子 ( 電話 0427 イ午 6250) 

学会 セ ソタ 一 : 〒 113 文京区弥生 2 ㍉ 円 6 

学会 セソ タービル向日本学会事務 セ ソタ 一 

日本発生生物学会 係 ( 電話 03-817-5801) 

凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送についてほ ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 

事務局よりのお 願い ソ 

テレホンカード 販売について 

例年のように ，大会においてテレホンカードを 販売いたします。 300 円の寄付も含めて 1 

枚 1,000 円です。 是非御協力ください。 

尚 ，事務局にて 常時販売もいたしております。 御 一報をお待ちしております。 

日本発生生物学会 

事務局会計幹事 加藤 由 宇子 

  



第 38 回運営委員会報告 

第 38 回運営委員会は ，昭和 63 年 1 月 14 日午後 1 時ょり三菱ビル 会議室において 開催された。 出 

席者は以下の 通り ( 敬称略 ) 。 

麦蝉 郁夫 ( 会長 ), 天野 実，江口 吾朗，片桐 千明，加藤 淑 裕 ，黒田 行 昭 ・佐藤 

知行，塩川光一郎，鈴木義昭，平木 幸男，足元紀，水野 丈夫 ( 以上運営委員 ), 米 

田 満 樹 ( 編集主幹 ), 加藤 憲一 ( 編集幹事 ), 及川 胤明 ( 次期大会準備委員長 ), 

京中川 徹 ( 幹事長 ), 北村 邦夫 ( 庶務幹事 ), 加藤山宇 子 ( 会計幹事 ) 

1. 会長挨拶 

2, 庶務報告 

・会員数 788 名 ( 昭和 62 年 11 月 30 日現在 ) 

・サーキュラー 58 号発行 ( 昭和 62 年 12 月 ) 

・東レ研究助成， Brain Science 研究助成， Brain Sc@ence 派遣助成の候補者として 各 1 名 

推薦 ( 本 サーキ、 ラー 8 ぺージ参照 ) 。 

3.  会計報告 

・昭和 f62 年度決算報告および 昭和 f6..@ 年度暫定予算が 提出され審議された。 

( 本 サーキ、 ラー 2 一 4 ぺージ参照 ) 。 
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・ 本 サーキュラー 4 ぺージ参照。 

            
  

6, 学術会議報告 

・サーキュラー 58 号および 59 号の「日本学術会議だより」参照。 

・国際発生生物学会の 国際学術団体への 加入申請に対し ，却下された 旨 報告された。 

7.  次期大会準備状況報告 

・順調に準備されている 旨 報告された。 

8.  次々 期 大会開催地について 

・北海道大学理学部動物学教室に 大会準備をお 願いし，同教室の 片桐千明氏の 承諾を得た。 

9, 学術会議会員候補者の 選定 

・学術会議会員の 候補者として 平本幸男氏を 選出した。 また，学術会議会員の 推薦に当たる 

推薦 人 および推薦 人 予備者としてそれぞれ 安堵郁夫氏および 京中川 徹 氏を選出した。 

10 ． 国際会議後援について 

・国際 疎 反動物学会および 第 5 回無脊椎動物生殖学会議を 後援することにした ( サーキ、 ラ 

ー 58 号参照 ) 。 

11.  日本発生生物学会の 国際化について 

，サーキュラー 58 号および本号 6 ぺージ参照。 
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昭和 63 年度 暫定予算案 ( 一般会計の部 ) 

  

  

収 入 金 額 支 出   金 額 

学 会 費 7,382,000 D G D  印 刷 費 10,700,000 
D G D 売 上 4,000,000 D G D 編 集 費 1,500 ， 000 
英 文 校 閲 代 370,000  英 文 校 閲 費 500,000 
            ク ナ ソバ 一 50,000  学会事務 セ ソタ 一 

文 部 省 助 成 金 4,160,000 業 務 委 託 費 1,040,000 
超 過 ぺ ー ジ 代 0 発 送 費 800,000 

広 " 。 =   代 980,000 諸 経 費 170,000 

賛 助 会 費 340,000 D G n 保 管 料 100,000 

雑 収 入 30,000  大 学 部       

ⅡⅡリ エ Ⅱ 下 息 6,000 発 送 費 550,000 

ⅡⅡ 糖り Ⅰ リ   代 550,000 

サーキ ヱラ 一印刷費 430,000 

要 旨 実 印 刷 費 700,000 

大 会 援 助 費 250,000 

運営委員会経費 350,000 

事 務 局 諸 経 費 240,000 

送 金 手 数 料 6,000 

選 挙 費 用 260,000 

特別会計より 借入金 500,000 

り B-I ， 18,146,000   173,789 

ム口 - 一 - - 口 十   18,319,789 ム口 計 - 18,319,789 

昭和 63 年度 暫定予算案 ( 特別会計の部 ) 

  支 人 金 額 山 金 額 
寄 付 500,000  旅 費 援 助 500,000 

送 金 手 数 料 3,000 

一般会計へ貸出金 500,000 

り 計 500,000@ /h ユ｜ 1,003,000 

前 年 度 繰 越 金 3,341,392  次 年 度 繰 越 金 2,838,392 

  （ テレホ 在 @ 分を含む ソ カード ）   
ム 3,841,392 ムコ l @   - 一 - - 口 十 3,841,392 
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㈲ 昭和 62 年度決算報告 ( 一般会計の背の 

く収 入 ノ 

会員数の増加，会費納入率の 上昇により，学会費の 項目で増収があ りました。 一方，円高の 影 

響 による DGD 売上の減少， DRD vol. 29 からの超過ぺージ 代 徴収の廃止による 減収が目立 

ちます。 

く 支 出 ノ 

サーキ、 ラ 一印刷費の支払いの 遅れを解消したためにサーキ " ラ 一印刷費が例年よりも 増加し 

ています。 また会員数増加と 共に学会事務センタ 一の費用が増加してゆく 傾向にあ ります。 DG 

  

  

D 編集費は予算案作成の 時点ょり，できるだけ 抑えていただく よう お願いをしました。 

62 年度予算案では 次年度繰越金が 0 に近くなる予定でしたが ，多少 多 めに繰越すことができま 

した。 しかし昨年にひき 続き約 75 万円の赤字収支となっています。 

(2) 昭和 62 年度決算報告 ( 特別会計の部 ) 

皆様の御厚意による 寄付金およびテレホ ソ カード売上げの 合計が支出を 上回り，特別会計は 約 

25 万円の黒字収支となりました。 

(3) 昭和 63 年度暫定予算案 

本年度 よ りの会費の値上げおよび 英文校閲費の 有料化により 増収が予想されます。 一方超過 ぺ 

一ジ 代の廃止による 減収，引用文献に 論文のタイトルを 記載することによる 支出増により ，上記 

の増収をほとんど 吸収する結果となり ， 63 年度も 62 年度並の赤字収支になることが 予想されま 

す。 本来は繰越金がマイナスになりますが ，特別会計より 借入をしてかろうじて 次年度繰越金を 

残す予算案となっています。 尚 ，今回ょり DGD 編集 費 と英文校閲費を 分離して記載しています。 

D.G.D. 編集局より 

編集主幹 米 円 満 樹 

編集幹事 加 藤 憲 

今年の 30 巻 1 号を手にとられて ，お気づきのことと 思いますが， この号から引用文献りストに 

論文のタイトルまで 含めることになりました。 また 8 ぺージ な 超えたときにかかる 超過ぺージ代 

の著者負担を 廃止しました。 これらの小さい 改良を含め，論文数の 増加を考慮して ，予算も増額 

されています。 別刷 代 単価は従来のままです ( 他誌に比べて 安いと思います。 50 部までは無料で 

す ) 。 

昨年は 63 篇 ( 国外から 19 編 ) の論文を掲載しました。 投稿総数 ( 約 80 編 ) がこの 2-3 年あ ま 

り装 らない中で，むしろ 国外からの寄稿が 少しずつふえています C37%) 。 寄稿者は国際的に 拡が 

り，また雑誌の 国外頒布数も 増大しています。 しかし DGD は依然として 日本の発生生物学会の 

会員によって 支えられている 雑誌です。 会員の方々； もるのより一層の 寄稿をぜひ特にお 願いしま 

す。 学会事務局と 編集局は，現在 B5 版の本誌を来年 1 号から A4 版にする具体的な 準備をして 

いるところです。 これで， よ り多くの論文が 掲載される ょ 5 になります。 外形に見合 5 内容のも 

のにするため 編集局は一層努力しますので ，会員の方々からの 寄稿を重ねてお 願いいたします。 

一 4 一 



日本発生生物学会の「 10 年日の反省」 

  

  

会 長 安 増 郁 夫 

今年は日本発生生物学会創立以来，第 2 回目の「 10 ヰ - 目の反省」をおこなう 年に当たっていま 

す 。 最近の 10 年間 に ，学問の進歩や 社会環境の急速な 変化に伴って ，発生生物学会にもいろいろ 

な点で変化があ りましたし．今後も 大きな変化を 経験するであ ろう事を予測せざるを 得 ません。 

このような時に 当たっての「 10 年目の反省」 ほ 極めて有意義であ ろうと考えます。 「 10 年目の反 

省 」にあ たって，発生生物学会はいかにあ るべきかという 議論は当然なされるべきことと 考えま 

す。 それと同時に ，最近発生生物学会がおこなってきたこと ，そしておこなお 5 としている計画 

についての反省と 議論も重要であ ろうと考えます。 具体的で重要な 問題は， 1) 発生生物学会 大 

会 ， 2) DGD 発行と頒布， 3) 国際化， 4) 財政であ ろうと考えます。 

1) 日本発生生物学会大会について 

日本発生生物学会大会は ，近年， 2 会場でおこなわれ ，一般講演時間は 15 分になりました。 第 

1 回の「 10 年目の反省」の 頃 までは， 1 会場で，講演時間も 20 分であ ったものが現在の 形になった 

のは，主に一般講演申し 込み数が増加したことによると 考えられ，このことは 発生生物学会の 発 

展を示すものとして 歓迎すべ き ことと考えます。 しかし，発生生物学会は 材料や方法は 様々であ 

るとしても，発生という 限られた生物現象の 研究者によって 構成されております。 従って ， 多く 

の生物現象を 取り扱う研究者によって 構成される学会や ， 主として研究手法を 同じくする研究者 

によって構成されるそれとはちがっていると 考えられます。 後者の大会が 多くの会場に 分かれて 

講演がおこなわれることはむしろ 合理的であ るのかもしれません。 しかし，本学会の 会員の研究 

手法がそれぞれ 形態学，生化学，分子生物学的手法等さまざまに 異なっているとしても ，発生 現 

象 に共通の興味を 持ち，研究をおこなっていると 考えられます。 従って，一つの 会場で様々な 材 

料と手法による 研究についての 講演に参加し ，議論を尽くすことは ，自己の分野 だ げに限るよ 

り，数段実り 豊かで は ないかという 考えもあ ります。 このことを実現するため ，春秋 2 回の大会 

をおこなうべきであ るという提案もあ りました。 近年，名古屋大学で 開催された大会では ，全て 

の一般講演をポスタ 一でおこなった 例もあ ります。 これも全ての 大会参加者が ， 全ての講演に 参 

加できる形式です。 一方，発生学もその 発展に伴って 分化がおこっているから ，会場が複数であ 

っても問題はないという 考えもあ ります。 

又 ，大会でおこなわれるシソポジ ゥム に関しての意見もさまざまあ ります。 発生生物学会大会 

の企画は ， 全て開催地におまかせするのが 今までの習慣であ り，これまでの 20 回それぞれ個性あ 

る 大会が開かれてきました。 大会でシンポジウムがおこなわれなかった 事もあ りますし，シンポ 

ジウムの企画は 開催地の準備委員会又は ，有志の方々の 努力でなされてきました。 一方，これま 

でのよ 5 なシソポジウムに 加えて．発生生物学会の 運営委員会が 議論を尽くし ，広い視野から 特 

定 テーマのシソポジウムを 企画し発生生物学上の 重点問題の一つとして 提示すべきであ ろうとい 

う声もあ ります。 
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大会会期についても 幾つかの御意見を 頂いております。 これまで本学会の 大会は習慣的に 5 一 

6 月におこなわれ ，一般講演の 申し込み締切は 2 月頃 になっています。 この会期 は， 秋の学会ヲ 

  

ッ シュ時期を避けたことと 理解しております。 しかし，この 期間は大学の 事務，及び実習などが 

忙しい時期に 当たるため，大会には 定年逐一回も 参加できなかったという 方もあ ります。 この問 

題は「 10 年目の反省」ということには 馴染まないかもしれません。 しかし，多くの 会員の参加し 

得る大会開催時期を 考える必要もあ ろうかと考えます。 これらのことに 関する会員の 皆様の御意 

見をお待ちします。 

2) DGD の発行と頒布に 関する問題 

DGD 発行については ，米田主幹・ 加藤幹事の御努力と ，皆様の御協力によって 順調に進んで 

います。 編集委員会と 学会事務局は ，よい論文の 投稿を促進するため ，次のよ 5 なことをおこ な 

いました。 別刷りの無料提供に 加え，著者負担であ る超過ぺージ 印刷費を減少するため ，制限ぺ 

ー ジを大幅に広げましたので ，ほとんどの 論文は超過ぺージ 代 なしで出版されるよ う になりまし 

た。 そして，編集委員会は 速報性を重視して ，速やかな出版を 目指しており ，現在最短のもの 

は 投稿後口 ケ 月で出版されております。 これは年 6 回の出版の場合では 限度に近い早さと 考えま 

す。 又 ，読者の便宜のため DGD 論文中の引用文献記載の 様式も変更されております。 1989 年か 

らは DGD を B5 から A4 に大型化し，表紙のデザイソを 変更することを 計画中です。 以前に D 

Gm を年 4 回の出版から 6 回へ変更された 英断と努力は ， DGm に現在の地位を 与えた大きな 要 

素の一つであ ります。 今後の目標は ， DGD の月刊化であ ろうと考えております。 

DGD の国内での頒布は ，会員への頒布数を 除くと 80 であ り，海外頒布はアカデ 、 " クプレス 

との契約後伸びて ，在外会員への 30 部を含み 580 部になりました。 DGD 国外販売部数は 国際 誌 

といえる量であ ろ 5 と考えます。 予定されている DRn の様々な変更も 国外頒布促進に 効果を及 

ぼすものと考えます。 国外からの DGD 投稿が増加していることも ，アカデ ， " クプレスとの 契 

的 による DGD 頒布の国際化が 多少の貢献をしていることによるのかもしれません。 

3) 日本発生生物学会の 国際化 

前号のサーキ ， ラ 一に， l SDB 会長をなさった 岡田先生が日本発生生物学会の 国際的関係の 

強化について 提案されております。 中国，オーストラリア ， ニ、 一 ジー ランドの ， 我々と関連す 

る学会 又は 機関から合同の 会を開くことについて 非公式の提案が 寄せられています。 これらの 提 

案に前向きの 回答をし， 「国際化」を 試みることをおこなってみよ 5 と思います。 

4) 財政問題について 

本 サーキ， ラ 一に掲載の暫定予算案をご 覧下さると判ります よう に，会費を値上げした 結果の 

増収にもかかわらず ，本年度も実質的に 赤字予算であ ります。 当然予測すべき 一層のドル安など ， 

赤字要因についての 見通しの悪さを 心からお詫び 致します。 この文中に DGD 出版について 述べ 

ました改革による 赤字も多いと 考えますが，それに 伴 う 海外頒布促進， 版 型の改訂に伴 う 海外 定 

価の改訂によって ，次年度からは 赤字解消に向かうことを 予定しております。 財政上の問題で 消 

極的な活動に 留まるより，積極的に 活動して，財政問題をも 解決に導きたいと 考えております。 

一 6 一 



  

一方，私どもは ，会の運営をより 円滑にするため ， 「 DGD 基金」の創設を 考えております。 こ 

の件に関して ，学会事務 セ ソタ 一 との事務的協議をおこなっております。 

これらの問題以外に ，発生生物学会には 多くの成すべき 事があ ると考えております。 その一環 

として前会長加藤先生など 多くの方々の 努力によって 山田財団等に 加えて，東レの 研究助成の候 

補 推薦団体たり 得たこと，平木先生の 尽力による， 成茂 寄付に よ る会員の海外渡航費援助などが 

あ りますが，今後，他の 研究助成の候補推薦団体たり 得る ょ 5 努力しなければならないと 思って 

います。 又 ，このたび日本学術会議との 関連も他学会なみに 回復しました。 将来の研究発展に 伴 

って起こり 9 る 学会発表と特許権 申請の問題もこの 保護に関する 申請が受理されております。 こ 

れは発生学研究にとっては ，必ずしも重要ではないと 考えますが，そのサポートたり 得るものと 

考えます。 

「 10 年目の反省」にあ たって，ここに 近年発生生物学会がしてきたこと ，そしてしようとして 

いることをその 反省のための 資料として記述しました。 従って，ここでは 日本発生生物学会はい 

かにあ るべきかという 基本的理念についての 議論は除覚されております。 日本発生生物学会の 10 

年 目の反省を実り 豊かにするため ，会員の皆様に 基本的理念を 含めて，御意見をお 寄せ下さる よ 

う お願いいたします。 

お願いと御案内 

上記の会長のコメントにあ りますよ 5 に「 10 年 目の反省」 「大会の会期」および「学会の 基本 

的 理念」について 会員の皆様の 御意見を会長宛もしくは 事務局 死 に是非 お 寄せ下さい。 

なお， 5 月に開催されます 大会において ， 「 10 年 目の反省」についての 集会が 5 月 27 日の総会 
  

の後に予定されておりますので 奮って御参加下さいます よう 御案内いたします。 

事 務 局 
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東レ助成金候補者の 学会推薦の判断基準について 

会 長 安 堵 郁 夫 

日本発生生物学会は ， 所 学会長を初めとする 多くの方々の 努力の結果，東レ 助成金の推薦団体 

となりました。 そのことをサーキュラ 一に広告致しましたところ ，数件の推薦に 関するお申し 込 

みをいただ ぎ 有難うございました。 そのうち， 1 件のみを推薦しなければなりませんので ，お申 

し込みの方々の 書類を選考しなければならなくなりました。 これまで山田財団等の 助成金の推薦 

を 致してまいりましたが ，明確な基準は 必ずしもあ りませんでしたので ，これまで習慣的に 行っ 

た判断基準を 明確化すべきであ ろうと考えました。 以下がこの度の 判断に用いた 基準です。 

・ n) 研究目的の独自性，独創性 

2)  この研究目的を 5 々づける研究実績 ( 研究論文を中心とし ，学会発表，科学研究費などを 補 

助判断基準とする ) 。 

3)  申請者によってこれまで 完成した研究は ，申請された 研究目的のどの 段階まで実現している 

か。 評価は下記の 順に判定しました。 

イ ) これまでの研究は 既に完成，又はそれに 近く，申請された 研究目的を遂行するのに 十分な 

基礎となっている。 

口 ) 研究目的に向かって 既に研究が進んでおり ，近い将来目的達成が 期待できる。 

ハ ) 研究目的は既にほぼ 完成に近い。 

ニ ) 研究目的達成は 困難であ る。 

ホ ) 研究目的達成の 可能性を判断すべき 実績に乏しい。 

の この目的が達成された 場合の生物学 ( 本学会では発生生物学 ) への貢献度 

5) 研究経費と研究方針の 整合性 

6)  申請者 ( 協力者を含む ) の日本発生生物学会への 貢献度 ( 過去 5 年間の DGD, 大会での発表 ) 。 

この内， 1), 4) 項はいかに公平に 判断しようとしても ，判断する側の 主観が入ることは 否 

定できません。 申請された分野で ，材料，研究対象はちがっているとしても ，類似した方針，方 

法で行われた 研究成果があ るとしても，申請された 研究の結果として 得られるであ ろ 5 ものが， 

現在得られている 結論を大幅に 変える，又は 現在の知見を 飛躍的に発展させると 期待される場合 

1), 4) 項に高い評点を 与えるべぎであ ると考えました。 この様にして 判断しても，判断する 

側の主観はどうしても 取り除げないと 考えますが，出来るだ け 客観的に判断する 様に努力しまし 

た 。 その他の客観的判断の 項目もあ りますので，著しい 不公平は避げられると 考えます。 尚 ，こ 

れらの判断は 相対的なものにならざるを 得ないことを 申し添えます。 

今回の本学会に 推薦申し込みをいただきました 数件の研究について ，以上の点を 検討し，推薦 

1 件を決定いたしました。 今後，他の助成金につきましても 以上のよ 5 な方針で判断していくつ 

もりであ ります。 
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1987 年 MBL  (WoodsHo@)Embry 引 ogy  コースに参加して ( っ づき ) 

佐 藤 知 行 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

コースの 前 ・後半の変わり 目の 7 月 19 日の日曜には ， 皆んなで Boston へ Redsox の応援に 

出かけて気分を 一新し， 20 日から後半が 始まった。 後半は Fred, Rob, Matt が去り ， 代わって 

Bruce BRANDHORST (Univ. of Manitoba; ウニの発生における 翻訳制御機構 ), Alan CO. 

  

  

LEMAN  (Univ.ofWarvik  ; 両生類別におげる heat  shock  pr0teins),Tom  SARGENT  (NIH; 

両生類の発生において 嚢胚 期 に特異的に発現される 遺伝子群の解析 ) が スタ " プ として加わっ 

た 。 スタイルは前半と 同じではあ るが，表 2 に示すよ 5 に， lecture と lab の内容はより 分子生 

幼学的なものになり ， lat@ ではゼノパスの 卵母細胞に外来の mRNA や DNA を注入しての 翻訳 と 

転写の解析，さらには ，ゼノ " スの 特定の遺伝子の cDNA プローブを使った 実験などが行われ 

た 。 ただし，前半に ウ 二卵での microinjection を 団 ndy らにし ぱ られていた学生にとって ，カ 

エ ルの卵は充分大きく ， 扱い易いものだったらしい。 10 日間の lab work の後，後半の mini, 

pr0ject research に入っていった。 その間一回 彼 に MBL の桟橋で， Nerels lImbata (Poly.   
chaeta) の採集があ り，さらに一回，船で 出てド ン " ジで Arbacia などの採集があ った。 

こうしたコース 前 ・後半を通じての mmniproJect  research  の間に， guest  speaker  による 

lecture が数回あ り ( 表 3), さらに 4 回の symposium ( 表 4) があ った。 加えて， MBL 主催 

の Friday Evening Lecture ( 発生生物学関係では ， EricDAVIDSoN が招かれて， ウニの 発 

出 における細胞系譜に 沿った幾つかの 遺伝子の発現機構に 関する魅力的な 話をした ), 各コース 

主催の lecture, symposium がめじ ろ 押しにあ り，一夏での 耳学問は大変なものになる。 Emb, 

ryology  コースの symposium  の最初は， 6 月 29 日に CHABRY  (1887)  がホヤのモザイク 的 

発生様式を初めて 示してから 100 年になるのを 記念して行われた。 ホ ヤ の初期発生 ( 受精を除 

く ) を 研究している 仲間が初めて 一同に会したものと 言ってよい。 

WHITTAKER (1973) の卵割阻害 胚 での分化マーカ 一の発現の研究以来，卵細胞質決定因子 

と 関係しつつ，ホヤ 胚における細胞分化のメカニズムの 研究が注目されるようになっている。 

が ，最近お互いの 研究テーマが 似通ったものになり ，人間関係がぎくしゃくする 所が無きにしも 

あ らずだったので ，相手の顔を 見，相手がこれから 何をやろうと 考えているのかを 忌憧 無く聞 け 

たことで，今回の 私自身の MBL 訪問の目的の 半分以上は達せられたといってよい。 

2 回目 (8 月 1 日 ) は MPF に関するもので ，細胞周期を 進めるものとして MPF への熱い視 

線 が再び戻ってきている 時だげに，魅力的な 講演と白熱の 議論が続いた。 MALLER はゼノパス 

卵から MPF を分子量約 4.5Kd ほどのものとして 単離できたらしいと 話し， FORD は MPF 

を 研究する際の 実験 糸 の問題点を手厳しく 指摘した。 Joan と Tim  の cyclin の話は，その 発 

見 と進展がまさに MBL で行われたものだげに ，研究内容の 美しさもさることながら ，みんなの 

注目をひいた。 3 回目の 8 月 8 日は両生類の 胚誘導に関するもので ， Doug MELTON, Tom 

SARGENT, Bob GIMLICH  の若手にくわえて ， John  GURDON  がイギリスからやってくると 
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